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と
っ
て
の
任
務
の
重
大
さ
が
、
肩
に
か
か
っ
て
お
る
か

ら
、
部
隊
幹
部
は
相
当
の
努
力
が
必
要
で
あ
っ
た
。

南
支
軍

湘
桂
作
戦
緒
戦
参
加

神
奈
川
県

星

澤

實

「
一
号
作
戦
」
と
は
「
湘
桂
作
戦
」「

漢
作
戦
」「
京

漢
作
戦
」
及
び
そ
の
他
関
連
作
戦
の
総
称
で
あ
る
。
こ
の

作
戦
名
、
湘
桂
（
衡
陽
｜
桂
林
）、

漢
（
広
東
｜
衡
陽

｜
漢
口
）、
京
漢
（
北
京
｜
漢
口
）
は
皆
鉄
道
名
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
各
線
の
要
衝
地
域
、
特
に
在
支
米
軍
基
地
が
含

ま
れ
て
い
た
。

「
一
号
作
戦
」
は
昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
四
月
十

八
日
〜
五
月
九
日
の
京
漢
作
戦
に
よ
り
開
始
さ
れ
、
第
十

二
軍
は
南
部
京
漢
鉄
道
を
打
通
し
、
北
・
中
支
の
戦
線
を

結
ん
だ
。

続
い
て
が
湘
桂
作
戦
で
あ
る
が
、「
湘
」
と
は
湖
南
省

で
あ
り
、「
桂
」
と
は
広
西
省
、「

」
と
は
広
東
省
の
こ

と
で
あ
る
。
従
っ
て
第
十
一
軍
（
呂
兵
団
）
が
「
湘
」
か

ら
「
桂
」
へ
、
第
二
十
三
軍
（
波
兵
団
｜
南
支
派
遣
軍
）

は
「

」
か
ら
「
桂
」
へ
と
行
動
し
、
柳
州
攻
略
は
む
し

ろ
南
支
軍
に
よ
る
と
予
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、「
一
号
作
戦
」
実
施
に
つ
い
て
は
、
昭
和

十
九
年
一
月
「
大
陸
命
第
九
二
一
号
」
を
も
っ
て
発
令
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
第
二
十
三
軍
に
対
し
て
支
那
派
遣
軍
は

次
の
要
旨
の
指
示
を
与
え
た
。

一
、
任
務

昭
和
十
九
年
六
月
頃
第
十
一
軍
を
も
っ
て
武
漢
地
区
か

ら
攻
勢
を
開
始
す
る
。
第
二
十
三
軍
は
六
月
末
頃
一
部
を

も
っ
て
北
江
に
沿
い
作
戦
し
て
第
七
戦
区
軍
を
牽
制
し
、

第
十
一
軍
の
作
戦
を
容
易
な
ら
し
め
る
。
七
月
末
頃
、
第

二
十
三
軍
を
も
っ
て
広
東
地
区
か
ら
作
戦
を
開
始
し
、
第

十
一
軍
と
呼
応
し
て
敵
を
撃
破
し
、
桂
林
及
び
柳
州
附
近

を
攻
略
し
た
の
ち
、
遂
川
（
広
東
北
北
東
三
七
〇

粁
キロメートル）

及
び
南
雄
（
広
東
北
北
東
二
四
〇
粁
）
附
近
の
敵
飛
行
場
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を
覆
滅
す
る
。

次
い
で
状
況
許
す
限
り
昭
和
二
十
年
一
、
二
月
頃
、
第

二
十
三
軍
を
も
っ
て
南
寧
附
近
を
攻
略
し
、
桂
林
・
諒
山

（
南
寧
南
西
方
一
七
五
粁
）
道
を
打
通
確
保
す
る
。

二
、
兵
団
運
用
及
び
兵
備

広
東
地
区
に
独
立
歩
兵
旅
団
二
（
第
八
｜
肝
・
第
十
三

｜
直
）
を
新
設
し
、
中
央
か
ら
第
二
十
二
（
原
）
師
団
を

転
用
増
強
す
る
。

進
行
作
戦
兵
団
は
、
第
二
十
二
、
第
百
四
師
団
、
独
立

混
成
第
二
十
二
（
節
）、
第
二
十
三
（
純
）
旅
団
の
二
個

師
団
、
二
個
旅
団
と
し
、
一
独
立
混
成
旅
団
、
二
独
立
歩

兵
旅
団
（
独
立
混
成
十
九
｜
潮
、
独
立
歩
兵
第
八
、
第
十

三
旅
団
）
を
も
っ
て
従
来
の
占
領
地
域
を
確
保
す
る
。
こ

れ
が
た
め
、
第
十
九
、
第
二
十
三
両
独
立
混
成
旅
団
の
欠

数
大
隊
を
補
強
す
る
ほ
か
、
所
要
の
砲
兵
、
通
信
、
輜
重

兵
及
び
兵
站
諸
部
隊
を
補
強
す
る
。

三
、
後
方

在
広
東
後
方
諸
施
設
及
び
資
材
を
主
と
し
本
作
戦
の
た

め
追
加
補
給
輸
送
の
総
量
は
約
十
六
万
総
屯
と
す
る
（
第

二
十
二
師
団
の
転
用
を
含
む
）。

第
二
十
三
軍
は
、
二
個
師
団
、
二
個
旅
団
で
の
進
攻
で

は
、
到
底
柳
州
附
近
を
含
む
西
南
中
国
要
域
確
保
と
南
部

漢
鉄
道
沿
線
地
域
の
確
保
は
責
任
を
持
て
ぬ
と
意
見
具

申
し
た
が
、

「
派
遣
軍
と
し
て
は
全
般
兵
力
運
用
の
関
係
上
我
慢
さ
れ

た
く
、
特
に
余
漢
謀
工
作
に
期
待
す
る
」
と
答
え
る
の
み

で
あ
っ
た
。

蔣
介
石
軍
の
第
七
戦
区
司
令
官
、
余
漢
謀
と
南
支
軍
と

の
間
に
は
、
必
要
以
上
の
摩
擦
は
避
け
る
と
い
う
暗
黙
の

了
解
に
近
い
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
だ
と
は
、
我
々
も
薄
々

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

広
東
に
財
産
や
基
盤
を
持
つ
実
業
家
や
軍
人
・
有
力
者

達
は
戦
禍
を
恐
れ
て
い
た
し
、
特
に
一
般
大
衆
は
、
そ
れ

が
日
・
蔣
・
共
ど
れ
で
あ
っ
て
も
平
和
で
生
業
に
つ
け
れ

ば
と
望
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
北
よ
り
も
南
支
に
そ
の
気

運
は
あ
っ
た
こ
と
を
、
我
々
自
身
と
し
て
感
じ
て
い
た
こ

と
で
あ
る
。
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軍
の
主
と
す
る
と
こ
ろ
は
戦
闘
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り

大
切
な
こ
と
は
「
戦
わ
ず
し
て
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
、

更
に
は
戦
わ
ざ
る
こ
と
で
あ
る
」
こ
れ
こ
そ
が
兵
法
の
要

諦
で
あ
っ
た
。
半
面
は
兵
力
関
係
等
の
事
情
は
あ
っ
た
に

せ
よ
、
南
支
派
遣
軍
と
余
将
軍
の
と
っ
て
い
た
処
置
は
高

く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
南

支
軍
の
方
針
は
「
対
民
衆
軍
紀
の
確
立
」
で
あ
る
と
、

我
々
自
身
も
常
に
部
下
に
言
っ
て
い
た
。

常
時
、
湘
桂
作
戦
前
の
南
支
軍
の
兵
力
は
、
一
個
師

団
、
三
個
旅
団
の
み
で
、
南
支
の
治
安
を
維
持
し
、
軍
の

目
的
を
達
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

湘
桂
作
戦
は
、
昭
和
十
九
年
六
月
二
十
三
日
、
四
日
頃

か
ら
一
斉
に
行
動
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
緒
戦
で

あ
る
西
江
沿
岸
の
三
埠
附
近
の
陣
前
戦
、
第
一
次
竜
山
攻

撃
の
状
況
に
つ
い
て
記
述
す
る
。

三
埠
附
近
か
ら
敗
走
し
た
蔣
介
石
軍
で
あ
る
第
百
五
十

八
師
団
麾
下
の
敵
は
、
長
沙
西
北
西
竜
山
（
竜
頭
新
田
）

を
前
進
基
地
と
し
て
、
楼
岡

｜
開
平
県
城
水
路
以
東
諸

部
落
を
傘
下
に
収
め
、
失
地
奪
回
の
機
を
窺
っ
て
い
た
。

我
が
大
隊
は
情
報
に
よ
り
敵
の
反
撃
企
図
を
知
り
、
之
を

先
制
破
砕
す
べ
く
総
力
を
挙
げ
て
の
攻
撃
を
決
意
し
た
。

七
月
一
日
、
予
備
隊
第
三
中
隊
を
尖
兵
中
隊
と
し
第
二

中
隊
を
右
翼
よ
り
、
第
一
中
隊
、
第
四
中
隊
の
諸
隊
を
主

力
と
し
、
旅
団
山
砲
一
個
中
隊
を
も
併
せ
出
動
を
命
じ

た
。
第
三
中
隊
長
は
、
直
ち
に
将
校
斥
候
と
し
て
芝
田
見

習
士
官
を
派
遣
、
敵
情
偵
察
を
命
じ
、
攻
撃
目
標
、
集
合

地
点
、
経
路
、
渡
河
地
点
等
を
確
認
せ
し
め
た
。

翌
日
、
〇
三
・
〇
〇
、
大
隊
は
行
軍
序
列
に
よ
り
第
二

中
隊
駐
屯
地
四
又
路
に
集
結
を
し
つ
つ
あ
っ
た
。
第
三
中

隊
は
長
沙
北
東
河
川
渡
河
に
時
間
を
要
し
、
か
つ
、
最
後

尾
渡
河
の
第
一
小
隊
（
山
本
小
隊
）
及
び
重
機
関
銃
一
個

分
隊
は
渡
船
の
浸
水
が
甚
だ
し
く
、
漸
く
沈
没
は
免
れ
た

も
の
の
、
既
に
中
隊
主
力
は
根
本
分
隊
長
等
誘
導
班
を
残

置
、
第
二
小
隊
（
芝
田
）
を
尖
兵
と
し
て
集
結
地
に
向
け

出
発
し
て
い
た
。
山
砲
隊
は
四
叉
路
附
近
に
砲
列
を
敷

き
、
援
護
隊
勢
を
整
え
、
各
隊
尖
兵
を
先
頭
に
進
撃
を
開

始
し
た
。
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尖
兵
長
芝
田
見
習
士
官
は
、
連
絡
下
士
官
池
田
軍
曹
、

教
育
係
助
手
柴
田
兵
長
を
両
側
に
、
伝
令
内
越
勇
吉
、
弾

薬
手
、
酒
巻
一
等
兵
そ
の
直
後
に
続
い
て
前
進
し
て
い

た
。
文
字
通
り
の
漆
黒
の
暗
夜
で
あ
る
。
石
畳
み
の
道
路

は
田
中
を
真
っ
直
ぐ
部
落
ま
で
伸
び
て
い
た
。
闇
の
中
に

横
た
わ
る
稜
線
が
漸
く
目
に
入
る
。
し
か
し
、
部
落
入
口

は
両
側
の
竹
藪
で
挾
ま
れ
、
遠
方
か
ら
の
発
見
は
困
難
で

あ
っ
た
。
尖
兵
は
む
し
ろ
、
攻
撃
目
標
右
斜
め
前
方
の
竜

山
の
敵
を
警
戒
、
攻
撃
を
準
備
せ
ん
と
し
て
い
た
。

そ
の
時
、
正
面
よ
り
猛
射
を
受
け
る
。
咫し
尺せき
の
間
で
あ

る
。
入
口
が
竹
藪
に
遮
蔽
さ
れ
た
塹
壕
の
敵
は
、
先
頭
集

団
を
引
き
付
け
る
だ
け
引
き
付
け
て
、
狙
撃
と
い
う
よ

り
、
我
が
尖
兵
の
集
団
に
猛
射
を
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
余
り
に
も
至
近
距
離
で
あ
り
過
ぎ
た
。

芝
田
尖
兵
長
、
内
越
一
等
兵
は
腹
部
、
脾
臓
破
裂
（
軍

医
の
言
）
で
あ
り
、
永
井
収
三
軍
医
等
の
手
当
の
甲
斐
な

く
、
二
言
、
三
言
の
遺
言
を
残
し
、
戦
友
瞑
目
の
間
に
散

華
し
て
い
っ
た
。
酒
巻
一
等
兵
は
（
翌
年
六
月
三
日
、
牛

岩
墟
で
戦
死
）
大
腿
部
に
銃
創
受
け
る
、
応
急
手
当
を
受

け
る
間
、
よ
く
苦
痛
に
耐
え
て
い
た
と
い
う
。

瞬
時
、
難
を
の
が
れ
た
池
田
軍
曹
、
柴
田
兵
長
は
、
こ

れ
に
応
戦
し
、
敵
は
将
校
の
死
体
を
放
棄
し
部
落
内
に
退

却
し
て
行
っ
た
。

私
の
乗
っ
た
民
船
は
老
朽
で
沈
没
し
か
け
た
が
、
と
に

か
く
、
渡
河
す
る
こ
と
が
で
き
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
上
陸

す
る
と
、
芝
田
小
隊
の
根
橋
伍
長
が
私
ら
を
待
っ
て
い

た
。
急
遽
前
進
、
本
隊
に
着
い
た
が
、
前
述
の
如
く
、
後

輩
の
芝
田
見
習
士
官
は
既
に
息
を
引
き
取
っ
た
後
で
あ
っ

た
。
先
任
小
隊
長
と
し
、
私
が
尖
兵
で
あ
っ
た
ら
、
芝
田

を
殺
さ
ず
に
済
ん
だ
ろ
う
と
悔
や
む
心
で
い
っ
ぱ
い
で

あ
っ
た
。

「
芝
田
の
仇
を
討
つ
の
だ
ぞ
」
と
部
下
を
率
い
て
部
落

内
を
駈
け
抜
け
た
。
大
隊
主
力
は
、
道
路
両
側
に
待
機
、

攻
撃
の
準
備
中
で
あ
っ
た
。
追
及
し
た
我
が
小
隊
は
先
頭

と
な
り
一
気
に
左
側
高
地
を
占
領
。
重
機
関
銃
一
個
分
隊

及
び
左
翼
第
一
中
隊
の
室
村
小
隊
の
援
護
の
も
と
、
飛
弾

を
排
し
て
、
西
端
台
地
を
占
領
し
た
。
私
も
、
芝
田
戦
死

の
責
任
を
心
の
隅
に
感
じ
な
が
ら
の
戦
闘
で
気
が
立
っ
て
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い
た
の
で
、
先
輩
の
柴
田
中
隊
長
か
ら
「
山
本
姿
勢
が
高

過
ぎ
る
ぞ
」
と
、
思
い
や
り
の
注
意
を
受
け
た
り
し
た
こ

と
を
覚
え
て
い
る
。
後
に
思
っ
た
こ
と
だ
が
、
こ
の
よ
う

に
気
が
た
っ
て
い
る
時
は
理
性
を
失
い
、
戦
死
す
る
こ
と

が
多
い
の
か
も
と
、
反
省
を
し
た
こ
と
で
あ
る
。

敵
主
力
は
、
西
端
台
地
と
田
圃
を
も
っ
て
隔
て
た
部
落

に
拠
り
、
望
楼
、
民
家
の
銃
眼
よ
り
本
格
的
射
撃
を
開
始

し
た
。
我
が
小
隊
は
重
機
関
銃
等
全
火
力
を
発
動
、
応
戦

す
る
も
之
を
鎮
圧
す
る
に
至
ら
ぬ
。
こ
れ
が
た
め
擲
弾
筒

を
も
っ
て
制
圧
せ
ん
と
射
撃
を
命
じ
た
。
名
手
早
川
上
等

兵
の
一
弾
は
中
央
望
楼
に
命
中
す
。
擲
弾
筒
射
撃
の
真
価

は
、「
敵
を
圧
倒
震
駭
せ
し
む
る
に
あ
る
と
操
典
に
あ
る

が
」、
ま
さ
に
こ
の
中
央
望
楼
屋
上
に
命
中
し
た
一
弾
が
、

敵
退
却
の
因
を
な
し
、
山
砲
の
直
接
照
準
と
同
じ
成
果
を

挙
げ
た
の
で
あ
る
。

早
川
上
等
兵
は
、
実
弾
演
習
の
折
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

距
離
よ
り
石
油
缶
に
命
中
せ
し
め
た
程
の
名
人
で
あ
っ
た

か
ら
、
こ
の
実
戦
に
お
い
て
真
価
を
発
揮
し
た
の
で
あ

る
。
そ
の
早
川
も
、
翌
年
、
柳
州
附
近
の
大
鳥
山
の
戦
闘

で
名
誉
の
戦
死
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

戦
後
、
早
川
家
を
弔
問
し
た
折
、
妹
さ
ん
が
「
母
は
、

兄
が
戦
地
へ
出
発
す
る
時
、
面
会
で
き
ず
、『
雅
男
に
は

可
哀
想
な
こ
と
を
し
た
』
と
悔
や
ん
で
い
た
」
と
の
こ
と

で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
戦
地
出
発
の
時
、
品
川
駅
で
の
、
線
路

を
挾
ん
で
の
面
会
の
機
会
を
作
っ
た
の
だ
が
、
急
の
こ
と

で
、
面
会
に
間
に
合
わ
ず
、
折
角
の
機
会
は
連
絡
の
不
充

分
で
、
親
子
の
面
会
が
実
現
で
き
な
か
っ
た
。
今
は
亡
き

母
堂
の
こ
と
を
、
私
は
今
で
も
思
っ
て
い
る
。

こ
の
一
撃
で
、
敵
本
拠
の
部
落
望
楼
か
ら
黄
色
の
制
服

を
着
た
敵
が
算
を
乱
し
て
潰
走
す
る
。
均
衡
は
完
全
に
破

れ
、
第
三
中
隊
各
隊
は
全
力
を
挙
げ
て
追
射
し
た
。

大
隊
長
井
上
大
佐
は
、
第
一
中
隊
に
左
第
一
線
を
命

じ
、
第
三
中
隊
第
一
小
隊
（
山
本
隊
）
は
本
部
予
備
隊
と

し
、
暫
時
休
養
を
命
じ
て
く
れ
た
。
芝
田
小
隊
長
戦
死

後
、
待
っ
た
な
し
の
追
撃
戦
闘
に
対
し
て
の
親
心
で
あ
っ
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た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
敗
走
す
る
敵
部
隊
中
に
乗
馬

将
校
あ
る
を
発
見
し
、
大
隊
長
は
直
ち
に
山
本
小
隊
に
対

し
「
追
捕
獲
せ
よ
」
を
命
じ
た
。

小
隊
二
十
余
人
に
部
落
左
側
畦
道
を
一
団
と
な
り
追
及

し
た
。
や
が
て
、
彼
我
入
り
乱
れ
て
の
乱
戦
と
な
り
、
落

合
軍
曹
は
、
敵
兵
を
捕
獲
す
べ
く
組
み
打
ち
と
な
り
、
更

に
志
村
上
等
兵
は
こ
れ
を
斃
す
。
山
口
伍
長
等
は
敵
と
遭

遇
、
機
先
を
制
し
て
刺
射
殺
す
る
。
田
、
丘
、
部
落
、
一

拠
点
を
奪
り
、
ま
た
次
の
拠
点
を
、
縦
深
陣
地
の
攻
撃
で

あ
っ
た
。
遂
に
、
敵
抵
抗
の
暇
を
与
え
ず
、
楼
崗
坪
｜
開

平
県
城
間
の
ク
リ
ー
ク
の
線
ま
で
追
い
落
し
た
の
で
あ

る
。右

に
第
二
、
左
に
第
一
、
中
央
に
第
三
中
隊
を
配
し
た

攻
撃
は
先
陣
を
競
う
が
如
く
併
列
し
て
敵
を
圧
迫
し
た
の

で
あ
る
。

し
か
し
、
乗
馬
将
校
は
発
見
す
る
に
至
ら
ず
、
ま
た
、

敵
兵
の
多
く
は
部
落
内
に
隠
れ
、
軍
服
を
脱
し
、
農
民
を

装
っ
た
形
跡
が
あ
っ
た
。
し
か
し
進
撃
速
度
と
、
部
落
の

数
等
を
勘
案
す
る
時
、
徹
底
的
部
落
掃
討
、
検
索
は
不
可

能
で
あ
っ
た
。

傘
下
、
山
砲
隊
は
頑
強
な
る
望
楼
に
対
し
殆
ど
直
接
照

準
で
次
々
に
破
壊
せ
し
め
、
敵
の
反
抗
を
封
じ
つ
つ
あ
っ

た
。
前
記
の
ク
リ
ー
ク
以
来
の

定
を
終
了
し
た
時
刻
に

概
ね
太
陽
も
中
天
に
輝
く
頃
で
あ
っ
た
か
。

兵
は
不
眠
、
戦
闘
ま
た
戦
闘
。
追
撃
の
連
続
に
、
休

止
、
食
事
の
暇
も
な
く
奮
闘
し
た
。
炎
天
下
既
に
水
筒
の

水
は
無
く
、
疲
労
の
た
め
、
飯
盒
の
食
事
も
思
う
に
ま
か

せ
ぬ
状
態
で
あ
っ
た
。

午
後
、
大
隊
は
初
期
の
目
的
を
達
し
、
隊
伍
を
整
え
駐

屯
地
に
帰
還
し
た
。
こ
れ
を
期
に
敵
の
蠢しゅん
動どう
は
漸
く
終

息
し
た
か
に
見
え
た
。

こ
の
よ
う
な
小
戦
闘
が
、
中
、
南
支
各
地
に
於
い
て
、

敵
状
を
偵
査
把
握
し
つ
つ
実
施
さ
れ
、
少
な
か
ら
ぬ
犠
牲

が
生
じ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
こ
う
し
て
各
隊
は
実
戦

を
体
験
し
つ
つ
戦
闘
能
力
を
つ
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
が
、
軍
隊
で
言
う
「
弾
数
を
く
ぐ
る
」
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
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【
解

説
】

筆
者
の
代
理
と
し
て
、
戦
闘
の
尖
兵
長
と
し
て
戦
死
し

た
、
芝
田
見
習
士
官
と
同
行
し
た
連
絡
下
士
官
（
先
任
下

士
官
）
池
田
軍
曹
は
、
そ
の
状
況
に
つ
き
次
の
よ
う
に
報

告
を
し
て
く
れ
た
。

出
動
間
際
に
、
我
が
小
隊
は
中
隊
長
よ
り
尖
兵
を
命
じ

ら
れ
た
。
芝
田
小
隊
長
は
、
近
く
少
尉
に
な
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
が
、
実
戦
に
参
加
す
る
の
は
初
陣
で
あ
ろ

う
。
私
は
小
隊
の
連
絡
下
士
官
と
し
て
芝
田
小
隊
長
の
指

揮
を
援
護
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

行
動
は
開
始
さ
れ
た
。
尖
兵
の
任
務
は
重
大
で
あ
る
。

唯
、
地
図
と
磁
石
の
針
を
便
り
に
未
知
の
土
地
を
進
む
。

後
方
に
は
部
隊
が
続
い
て
い
る
。
部
落
を
避
け
な
が
ら
主

に
田
圃
道
を
進
ん
だ
。
真
っ
暗
な
た
め
窪
み
に
足
を
滑
ら

せ
て
ど
き
り
と
さ
せ
ら
れ
る
。

突
然
眠
り
の
鳥
が
バ
タ
バ
タ
と
羽
音
を
立
て
て
奇
声
を

発
し
、
背
筋
を
冷
り
と
さ
せ
る
。
時
々
、
犬
の
遠
吠
え

も
、
部
落
近
し
を
思
わ
せ
る
。
そ
の
頃
よ
う
や
く
物
が
見

え
て
来
た
。
丘
の
麓
の
よ
う
だ
っ
た
。

更
に
進
む
、
森
の
よ
う
な
も
の
が
前
面
に
展
開
し
て
見

え
て
来
た
。
こ
の
時
、
私
は
敵
陣
近
し
と
感
じ
た
。
芝
田

見
習
士
官
に
小
声
で
「
部
落
近
し
」
と
伝
え
た
。

小
川
に
石
橋
が
掛
か
っ
て
い
た
。
そ
こ
を
渡
る
と
道
幅

が
広
く
開
け
直
線
路
だ
。
そ
こ
を
数
十
歩
進
ん
だ
時
で

あ
っ
た
。
前
方
に
人
影
が
近
付
い
て
来
た
。
殆
ど
手
の
届

く
所
ま
で
接
近
し
て
来
た
。
咄
嗟
に
芝
田
と
私
は
身
構
え

た
。
人
影
は
狼
狽
し
て
体
を
か
わ
し
逃
げ
た
。

そ
の
逃
足
の
早
さ
に
逮
捕
す
る
こ
と
が
で
き
ず
姿
を
見

失
っ
た
。
芝
田
小
隊
長
は
軍
刀
に
手
を
か
け
、
私
は
銃
を

構
え
て
追
跡
し
た
。
前
方
で
何
や
ら
人
声
が
聞
こ
え
た
。

瞬
間
、
目
前
に
パ
ッ
パ
ッ
と
閃
光
が
発
し
、
ピ
ン
ピ
ン
と

金
属
の
鋭
い
炸
裂
音
が
雨
の
よ
う
に
激
し
く
撃
ち
込
ま
れ

て
来
た
。
機
関
銃
の
掃
射
だ
、
我
も
反
撃
す
る
。

空
は
明
る
さ
を
増
し
た
が
、
視
界
は
未
だ
暗
か
っ
た
。

激
し
く
射
ち
続
け
る
盲
射
に
流
弾
は
地
上
を
掠
め
て
光
を

発
し
た
。
容
赦
な
く
射
ち
続
け
る
機
銃
に
接
近
し
て
行
っ
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た
。
芝
田
小
隊
長
が
来
な
い
。
後
方
に
異
様
な
唸
り
声
が

す
る
、
誰
か
や
ら
れ
た
。
私
は
直
ち
に
機
関
銃
分
隊
を
前

に
出
す
。

黎
明
の
戦
闘
が
開
始
さ
れ
る
と
、
敵
は
後
退
を
始
め

た
。
後
続
部
隊
も
戦
闘
に
入
り
、
重
機
関
銃
の
撃
ち
出
す

閃
光
弾
の
発
射
が
弧
を
描
く
よ
う
に
敵
地
に
射
ち
込
ま
れ

る
の
が
印
象
に
残
る
。

や
は
り
芝
田
小
隊
長
は
銃
弾
を
受
け
て
苦
し
そ
う
に

唸
っ
て
い
た
。「
芝
田
小
隊
長

確
り
し
ろ
」。
片
腕
を

取
り
私
の
肩
に
掛
け
抱
え
上
げ
た
が
立
て
な
か
っ
た
。
腹

部
を
貫
通
さ
れ
鮮
血
に
染
ま
り
、
肩
中
か
ら
も
血
が
流
れ

て
い
た
。
苦
し
そ
う
だ
。
脈
を
押
さ
え
て
見
た
が
途
切
れ

途
切
れ
だ
っ
た
。
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。

私
は
唯
「
小
隊
長

小
隊
長

小
隊
長
」
と
叫
ん

だ
。
隊
長
は
苦
し
い
息
の
中
か
ら
「
池
田
軍
曹
、
後
を
頼

む
」
唯
一
言
、
そ
れ
が
最
後
だ
っ
た
。

私
は
、
大
き
な
声
で
「
後
は
引
き
受
け
た
」
と
叫
ぶ
よ

う
に
言
っ
た
。
間
も
な
く
首
を
横
に
し
て
息
が
途
絶
え
て

し
ま
っ
た
。

本
来
な
ら
、
筆
者
が
先
任
将
校
と
し
て
引
き
受
け
る
べ

き
だ
っ
た
が
、
初
陣
の
芝
田
見
習
士
官
が
身
代
わ
り
に
死

ん
だ
の
か
、
と
、
戦
後
に
至
る
ま
で
悔
や
ん
で
い
る
の
で

あ
る
が
、
戦
闘
で
の
生
死
を
分
け
る
の
は
、
紙
一
重
の
差

で
あ
り
、
軍
隊
と
は
こ
の
よ
う
に
、
生
死
、
幸
、
不
幸
を

分
け
る
の
で
あ
る
こ
と
を
、
芝
田
見
習
士
官
の
死
を
、
側

身
に
あ
っ
た
池
田
軍
曹
の
手
記
を
も
っ
て
解
説
に
代
え
る

も
の
で
あ
る
。
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